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A study onthe inorganic substances
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生物体中に含まれる無機成分に関しては,従来多くの報告があり,栄養素としての無機物乃至は

生物体に及ぼす無機質の作用等として論ぜられて来た　P,Caと骨格の形成, Mgと筋肉, Sと蛋

白　Na,Kと体液　Fe,Cuと貧血症,工と甲状線, Mnとホルモン, Coと血球, Fの生理作用,
Ptt

Seの生理作用等々がその主なものである.著者は,先に難卵の防腐に関する研究(未完)を実施中

難卵帝政の内的尚子として卵中に包蔵される酵素或は腐敗菌の抑制を重視したのであるが,亀卵が

腐散し難い事に注目したO固より難卵と海亀卵とは,陸産海産の大きな違いから構成についての差

が一応考慮に入るが,特にFに関しては,難卵が痕跡程度を含びl)のに比べて,海産動物に多量

存在して居る(2)と言ほれている事は著者の興味の中心となったo爾来,海亀卵のF含量について若

干の資料を得たので之を報告したいと思う0

-　試　料　の　調　製

1.灰　　　化

a.洗　'涯

蒸溜水を用い,卵殻による透析を行仏　ci-が認められなくなる迄繰返す｡

b.乾燥(卵殻を除き内容物のみ) ･　　　　　　　　　　　　　　　　　.

電気灯の上端に置いて3時間乾燥,僅かに焦げる程度で止める｡

C.秤　　　量

無水の金卵重畳として決定｡

d.灰　　　化

卵黄油に点火しない様,箇ほ内容物が飛散しないよう,始め穏かに加熱して黒化を完了せ
1

しめ･る.多孔性の炭が得られた後約700℃に上げ-旦冷却.黒灰を3-/o H3Oaで潤し30分

放置後強熟す.る事を3ョ繰返せば白灰を得る.

e.秤　　　量

灰分含量を決定0

2.音容　液　化(3)

｣>
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白灰試料を精秤.

/bi　アルカ1)熔融
I..7

30gr入-ツケル相場を使用し,.熔融は永海式によるo即ち.I

自　灰　　　　0,5gr

Ka C08　　　1 gr

KNO3　　　1 gr

K OH　　　　3　gr
～

の割に混じ約600Cで熔融.
(,　　　　　　　　　　　　　-I I

●

c (NH4)2C03によってAl, Feを除去｡

d.酸化亜鉛のアンモニア-炭酸アンモン溶液によってSi, por~の-部除去｡

e. Ag N03によってPO4- CrO4…除去｡　　　.

f.過剰のAgをNaClによって除去.

g.かくて調製した溶液をF定量に供する｡

ニ　定　　量　　法

Fの決定に就いては　CaCl盟を用いてCaF2の.沈澱による方法,'SiF4として揮散せしめる方

法　H2SiF6蒸溜法,分光分析法,電解分析法などが挙げられ,東に微量定量に関しては,チタ-/

漠白淡く4)が古くから採用されて来た｡;:特たこの血色定量法は,最近著し'い進歩を見せ,鉄-Tlダ

ンカリ法C5)鉄-アセチルアセナ-/汰(6)㌔;U'コニウムーア1)ザリン法(7)ァルミュウムーへマTl

キシ1)ン淡く8)などはその主なものであるd..著者は入手試薬の関係上,次に掲げる方法でFの比
il

色定量を試み,他方チタン漂白法を併用し,両者.の間に略々満足すべき-敦を見た占

1.本法の　原理　　　　　　　　　　　　　　　･

a. 71)ザリンスルフォン酸ソーダは水に可溶性で音容液は鮮赤色を皇するが,之をメタノ-ル

に溶解せしめると徐々に溶けて樺色の溶液となる占

b.他方Zr02を濃塩酸に浸漬して放置すれば一部分･1i容ける占例-ばZrO2 0.1gtを濃塩酸20

cc中に浸漬四日間放置する三　　　　　㌦

cJ･∴上記を混合すると, bの例の如きZrO妄'の塩酸溶液では発熱発泡して反応し血赤色となる

が　ZrO,-Conc. Hclを稀釈して混合すれば発熱発泡し,液は樫赤色となる.而してこの発

色液は酸,アルカリ,酸化斉睡影響を受けず,唯F-tの添加によって黄色に槌色する.

従って,との発色液を周仏, F-の標準溶液による槌色と試料溶液による槌色とを比較して,

試料中のF含量を決定し得る言

2.比　　色　　絵
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1.義色標準液の作製

i　市販のア1)ザP-yスルフォン酸ソ-ダO.lgrを局方メタノール500ccに音容解する｡

ii　市販のZrO2 0.lgrを濃塩酸20ccに浸漬し4日間放置後水で稀釈して500ccとし滅過

する｡

iii　上記を前者4容,後者3容の比に混`じて放置し,泡立ちの止んだ後,使用する｡

2. F標準液の作製

市販のNaFを4回再結晶して精挿し, 200ccの水に溶解, F-として1cc中に58.95r

を含むものを本実験に使用した｡即ち,

精秤したNaFの重畳　0.2607gr

NaFの分子量　22,997+19,000-41.997

従って0.2607gr中のF含量は　　　　`

0.2607

19.000 ×五997r -=0.1179gr

之を200ceにとかした時Ice当りのF含量は

1

0.1179gr x面= 0.0005895gr
=589.5r

このものIOOccをIOOOccに稀釈して58.95r/ccを得る｡

3.比･色　過　程

i　3個のビ--レッ下に夫々,試料　F-standard,発色-Standardを入れる｡

ii　試験管に発色-standard 5cc宛を取る｡

iii　試料, F-standardが36drops/minuteの滴下速度に於ける1滴の容積を測定して夫

々0.036cc,0.035ccを得た.　　　　　　　　　　　　　　　､

i寸　養色-standardにF-standard 10-20滴を加えた系列と,遜色stanpardに試料溶

液の20-30滴を加えた葬との2系列を作る.

v　9-22時間経過後,両者をデ-ボスク比色計で測定する.この時比色計の標準には兼松

色のものを用仏第-図及び第二図に示したような方法で試料中のF含量を決定したO

費　　験　　結　　果　　､

F含量の決定に登っては第一図及び第二図.に例示したグラフの変曲点附近に於ける値をとり,測

定値の概況を表中に示すo庸別匿チタン啓白法による測定値は第三図に於て例示するd
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定　　量　　例
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9時間の状況

試料26滴がStandard 14滴に相当する.
Standard ----･- 0.035 × 14 - 0.490cc

58.95γ × 0.490 - 28.8855γ

Sample-----･- 0.036 × 26 = 0.936cc

1

28.8855γ ×蘭-30.86γ Sample Ice中のF含量

供試灰分中の全量は3.0860mgr
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第2　図　　比　　色　　定　　量　　例
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第二図　　比　　色　　定　　塵　　例
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22時間後の状況

試料22滴がStandard 14滴に相当
/

Standard ----･-　0.035 × 14 = 0.490cc

58.95r x 0.490 = 28.8855r

Sample--仙川- 0.036 × 22 - 0.792cc

1

28.8855r x曙- 36.484r ----�"Sample Ice中のF含量

供試灰分中の全量　3.6484mal

第3図　チタン漂白法によるF･比色定量例

(試料は第2図のものと同じ)
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韓三図　チタン漂白法によるF比色定量(試料(/i希二図のものと同じ)

w
J ▼l ､ ー●

■ ●ノ
■1 ■

I

I

■ー
2,

2 2

2 1

● 一一

■【

● I

■

-

∫

急○

9

F ■

-

3 6
の 盛 ､

●

与u ォw d jt o p i

.
【■■■

I

ー

l

I

柑

一■

● 一′
一一 ■

■■
一■

■■■

,1

一■
一′

一■

l,

●

■■
一■

-′

一■
■■

一■
■■

5

●

一■

■■′
一■

一■
一′

一一一■

一■■

; /

●

I
メ一■一■′

′▼■′

l

I

5　　　　　　　　　　　　　　　　tO

--寺　Sd,仇P血　20drops

+

F-Standaシd x <Lyop$

1時間単複の状況
試料20滴+ Standard 15滴がStandard 30滴に相酋

即ち
試料20滴がStandard 15滴に相当　　　　　　　　　　･
Standard　------　0.035 × 15 - 0.525cc

Sample

58.95γ × 0.525 - 30.94875γ

0.036 x 20 = 0.720cc

1

30.94875γx砺　42.98γ....-　SampleIce中のF含量

実　　験　　結　　果　一例

■試 料 乾燥卵の 卜灰分含量 灰 分 - F 含 量
m gr

灰分に対す
るF百分率

仝卵に対す雛 時間!備 考

亘萱J例 重 さ gr gr ー百分 率 るF 百分率

A
7.06 0.42 5.98

2 7.06 0.42 5.98

L:‥…99日 …11… 0.74

0.70

0.044

0.042

三三 ほ 芸芸芸

1

B

2

7 .6 0

7 .6 0

0 .4 5

0 .4 5

5 .9 2

5 .9 2

-

0 .4 2 0 5 3 .0 6 6 7

0 .4 2 0 5 2 .9 5 8 8

0 .6 9

0 .7 0

0 .0 4 1

0 .0 4 1

1 0

2 0

0 .4 0 1 1 3 .0 8 6 0 ◆

0 .4 0 1 1 3 .3 4 0 5

0 .7 7

0 .8 3

0 .0 4 5

0 .0 4 8

1

C

2

7 .2 2 0 .4 2

7 .2 2 0 .4 2

5 .8 2

5 .8 2

9

17

1 7 .5 9 0 .4 5 5 .9 2 0 .4 2 7 0 3 .7 3 7 2 0 .8 3

0 .8 3

0 .0 4 9

0 .0 4 9

2 2

D

2 7 .5 9 5 .9 20 .4 5 0 .4 2 7 0 3 .5 6 2 8 12

1 8 .2 1 0 .5 9 7 .1 9 0 .5 8 5 3 3 .6 4 8 4 0 .6 2

0 .6 5

0 .0 4 4

0 .0 4 7

16 卵 の 洗 確

E

2 8 .2 1 0 .5 9 7 .19 0 .5 8 5 3 不 充 分3 .8 0 4 4 18



舶　　　元　　　盛　　　事　　　〔研究紀事　夢4番〕　　　75

結　　　　言

難卵C?灰分含量は大体0.8 0/oMであると青はれて居るが,之は所謂生卵に野する割合で亀卵は生

のままでは約20-40gr程度であるから,灰分を0.4grとしても0.5-lo/Oで,灰分含量に関して
●

は難のそれと大差がない.叉一腰に海産動物は乾燥肉IOOgr申20-80mgr程度のFを含んで居

る(ユ0)と青はれ,本実験結果の乾燥卵IOOgr中40-50mgrは,先づ正常の数値と考えてよいo
●

次に,本法による比色は　Treadwell定性分析p.439の　ZrCl4-ZrO2-Sodium Alizarin Suト

fonate法(ll)にヒンTを得たものである｡第三図に掲げたチタン藻白浜によるFの定量では,読

料が第二図の場合と同一であるにも拘らず,過剰の数値が見られるが,之はチタン漂白法の欠点で

ある酸の影響によってFの存在が過大に検出された為であ●ると考えられる.試料はなるべく中性音容

液として取り出す棟努めたが, (NHAC03の分解除去操作に於てどうしても過剰のHN03を必要

とした為,調製した試料溶液はpH 4.6位の酸性とならざるを得なかった.

本稿を閉づるに当り,著者は本学教育学部斎藤信贋先生に終始変らぬ御懇切な御指導を賜り,東洋光学鹿児

島支店森浩二氏に試薬及び器具の御便宜を仰いだ事を併せ記し深甚の謝意を表するものである｡
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